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服部 倫卓 

はじめに 

 ウクライナで、V.ヤヌコーヴィチ大統領／地域党の政権が崩壊する事態となった。 

 周知のようにウクライナは、欧州連合（EU）との間で、連合協定締結を目指した交渉を

進めていた。ところが、調印が予定されていた昨年11月の首脳会議の直前になって、ヤヌ

コーヴィチ政権は、協定交渉の棚上げを宣言。その直後から、反発した野党や市民が首都

キエフの中心部に集い、大規模な反政府デモが続いてきた。年が明け、１月に政権側がデ

モ規制法を制定したあたりから、警官隊とデモ隊の衝突が激しくなる。２月19日に、政権

側と野党がいったん停戦で合意したものの、直後に衝突が再燃。21日にヤヌコーヴィチ大

統領と野党リーダーらが改めて危機回避の文書に署名、政権側は憲法改正、大統領選の早

期実施などの譲歩を行った。 

 ところが、ヤヌコーヴィチ大統領は首都を離れ、自らの地盤である東ウクライナに脱出、

憲法改正法への署名を拒否した。議会はこれを職務放棄と見なし、２月23日に大統領の失

職を宣言。民主野党を代表して議会議長に就任したO.トゥルチノフが、大統領代行を兼務

することになった。かくして、ヤヌコーヴィチ率いる地域党政権は、あっさりと崩壊した。
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